
県民政策コメントで提出された意見・情報とそれらに対する県の考え方について（案）（抜粋）

原案への御意見 県の考え方

No. 頁 御意見等（要約）

第１章　改定にあたって

第２章　改定の背景

第３章　これまでの取組と今後の課題

第４章　めざす多文化共生社会の姿と行動目標

1 22

「子どもも大人も、日本語ができなくても、学べる環境を整え、」につ
いて、言葉の壁に関わらずというニュアンスを挿入されたいという
意図は理解できるが、あえて記載するとひっかかりを感じる。「子ど
もにも大人にも学べる環境を整え、」に修正してはどうか。

御意見を踏まえ、「子どもも大人も、全ての人が学べる環境を整え、」
と修正しました。

第５章　施策の展開

2 27

（ポルトガル語翻訳）
ブラジル人コミュニティのリーダーが委員会や移民向けの社会政策
に参加することを奨励することは非常に重要だと考えています。私
は20年間滋賀県に住んでおり、子供や若者を対象とした教育分野
で働いています。そのため、（県内の）ブラジル人の困難や悩み、希
望、特に子供たちのニーズについてかなり知っていると思っており
ます。
私の提案として、県がさまざまな分野のブラジル人コミュニティの
リーダーと連続的なコミュニケーションチャネルを作成することが重
要だと思います。これにより、コミュニティの実際の懸念、問題、ニー
ズをより明確に把握し、その情報に基づいた適切な解決策や政策を
導くことができます。
これまでの20年間、ブラジル人コミュニティと政府と協力して、情報
提供、議論、協議、共同解決策をともに考える機会がありませんでし
た。滋賀に住むブラジル人の恒久的なグループの常設、今後双方に
大きなメリットをもたらすコミュニケーションを促進できるかもしれ
ません。

3 27

(ポルトガル語翻訳)
県がブラジル人コミュニティに声をかけることは重要で、ブラジル人
の生活改善、共生や活躍できる機会をもたらす政府側による努力や
具体的な行動に対し、より明確な意識を高めることができます。コ
ミュニティはなぜ政府の行動が遅れたり、政策が実施されないのか
を理解するのは難しいことがよくありますが、より円滑なコミュニ
ケーションがもっと広い理解をもたらし、双方の理解と共感を高め
ることになるかもしれません。

4 28

県や市町で育成している担い手を広域で活用できる人材バンクの
ような仕組みづくりについて言及してほしい。

御意見を踏まえ、第5章「施策の展開」行動目標１（２）④に「〇広域的
な活動を推進する仕組みづくりの検討」を追加しました。

5 35

「災害時における外国人県民等支援に関する協定」に基づく対応に
ついて、平時における訓練の実施について言及してほしい。

御意見を踏まえ、「また、災害時に円滑な支援ができるよう、平時か
ら協定に基づく役割分担の確認などを行います。」と追記しました。

6 38
適正雇用だけでなく、幅広く雇用主の責務を認識してもらうための
取組が必要と考える。

御意見を踏まえ、「 適正雇用や受入れ環境の整備等に向けた助言や
啓発」と修正しました。

第６章　施策の推進

計画全般への意見等

7 -
異教徒の文化を許容する必要がありますか？

8 -

欧米だけでなく国内においても外国人移住者による犯罪やトラブル
が多発している。不正な生活保護受給者も問題となっている今、む
やみに外国人移住者を県内に入れるのは大反対です。

9 -

共生やらなんやらは一応わかるけど、それを利用して日本人より優
遇させようとするのにはちゃんと歯止めを効かせてほしい。
あくまでここは日本なので、日本文化に合った形での共生を目指し
てほしい。

あと、一部の民族や外国人に優遇が偏るように感じるので、ちゃん
としてくれ！
政治家なり行政見てたらほんまに嫌になる。

【資料１】

回答者数１３者　意見数108件

　内訳：
　　市町　　　　３者　（大津市（７件）、草津市（１件）、湖南市（１件））
　　国際協会　２者　（県（74件）、野洲市（１件））
　　一般　　　　８者　（しがネット受付サービス（24件））

Agradecemos profundamente por trazer sua opinião
ao nosso conhecimento e a tomaremos como referê
ncia na promoção de políticas de convivência
multicultural daqui para frente.
貴重な御意見として、今後の多文化共生施策推進にあたっての参考
とします。

本プランは、本県が取り組むべき多文化共生の社会づくりについて
各主体の取組の方向性を示した指針です。滋賀県では、県内で暮ら
し、働き、学ぶすべての人が、国籍や民族などのちがいにかかわら
ず、相互に人権と個性を尊重しながら、多様性を生かして活躍でき
る地域社会を目指しており、多文化共生の推進に取り組むべきもの
と考えております。
今後、本プランに基づいて多文化共生の推進について、県民の皆様
や市町村、国際交流団体等と共有し、連携しながら施策を推進して
まいります。


